
令和７年度
環境局 運営方針

「人・まち・自然が調和し、心豊かに住み続けられる
アジアのモデル都市」の実現

未来につなぐ脱炭素のまちづくり

「2040年度 温室効果ガス排出量実質ゼロ」のチャレンジ目標達成に向け、省エネルギー化の推進、
再生可能エネルギーの利用拡大、自動車部門の脱炭素化推進などに取り組みます。

＜主な取組み＞
■ 「脱炭素戦略2040」の策定
■ 国産ペロブスカイト太陽電池の普及促進
■ 住宅用エネルギーシステム導入支援事業
■ 電気自動車等の購入、充電設備設置補助

市民がふれあう自然共生のまちづくり

豊かな自然と多様な生きものから受ける恩恵を将来にわたって持続可能なものに
するため、博多湾の保全や、開発事業等の環境影響評価などに取り組みます。
＜主な取組み＞
■ 生物多様性ふくおかセンターの運営
■ 自然共生サイト登録に向けた取組み

資源を活かす循環のまちづくり

発生抑制と再使用の２Ｒに重点をおいた取組みを推進するとともに、プラスチックごみ、古紙、食品廃棄物
を重点３品目と位置付け、更なるごみ減量・リサイクルの推進に取り組みます。

＜主な取組み＞
■ プラスチック分別収集導入に向けた取組み
■ 地域や回収事業者と連携した古紙の出しやすい環境づくり
■ 小学校における食の資源循環推進
■ 新清掃工場建設に向けた取組み

ペロブスカイト太陽電池（イメージ）

古紙回収の仕組みづくり プラスチック分別収集

住宅用エネルギーシステム導入支援
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